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研究成果の概要（和文）：3カ年の研究期間で、途上国を対象に、都市鉄道やBRTなどの新たな公共交通機関が整備され
る状況下において、自家用車または自家用バイクを現在保有中および将来保有可能性のある人々に、新たな公共交通へ
の転換を促すための｢戦略的モビリティマネジメント施策」を立案するための調査手法を確立した。具体的には、12年
度(マニラ）および13・14年度(ホーチミン、ラホール）の調査を踏まえて、公共交通と自家用交通手段とを使い分ける
意図の強さについて、交通手段のサービスレベルのみならず、交通手段に対するイメージも含めて、その要因を明らか
にするための標準的調査票フォーマットを作成した。

研究成果の概要（英文）：During the term of this grant, the researchers develop the survey methods for 
designing strategic mobility management measures in developing countries where current and potential 
private car/motorcycle owners are increasing and modal shift to MRT(Mass Rapid Transit) and BRT(Bus Rapid 
Transit) is strongly required. Based on the surveys in Manila (in 2012) , Ho Chi Minh City (in 2013 and 
2014) and Lahore (2013 and 2014), researchers finally make a standardized questionnaire format to grasp 
intentions of using both public transport and private transport rationally focusing the service level of 
transport and images of each mode.

研究分野：交通計画、交通工学
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様 式 Ｃ－１９、Ｆ－１９、Ｚ－１９（共通） 

１．研究開始当初の背景 
多くの途上国で自動車を含む個人交通モ
ードの保有率が上昇しつつある．特に近年の
傾向として，個人交通モードとしてモーター
サイクルの爆発的な普及（ベトナムだけでな
く，東南アジア･南アジアのほぼ全域．さら
に，これまで少なかった南米諸国でも増加傾
向），低価格モデルの市場投入とローンの一
般化による中・低所得層の自動車･モーター
サイクル購入の容易化(年収 1 万ドル以上が
自動車購入層の目安とされてきたが，現在は
その半分程度とも言われる)などが挙げられ
る．加えて，自国に自動車産業を有する途上
国の多くが，景気刺激のための自動車購入促
進政策をとっている．所得水準の上昇による
個人交通モード保有の上昇は必然であると
しても，個人交通モードの利用抑制の視点が，
途上国の交通政策では非常に弱い．公共交通
の整備と自動車利用抑制策がセットで行わ
れることも非常に少ない． 
申請者らはこの約 5年間，途上国大都市（マ
ニラ，バンコク，ナイロビ，コロンボ他）で
自動車利用意識と公共交通利用意識，個人属
性やライフスタイルとの関係についての研
究を積み重ねてきた．得られた知見としては，
例えばバンコクでは都市鉄道利用者には自
家用車保有層が多く含まれ，状況により公共
交通と自動車を使い分ける人々が生まれて
いる一方で，自動車購入をこれから検討して
いる層の多くが，購入後は公共交通を利用し
ない/したくないと回答している．またマニラ
では，自動車保有層の中にもジープニー（従
来型の乗合型パラトランジット）の利用に心
理的な抵抗がある層とない層が存在してお
り，その意識の違いと所得水準には大きな相
関がない一方で，交通機関を合理的に使い分
けようとする意識とのあいだには明確な相
関が存在している． 
加えて，特に経済成長が著しい地域では，
既存の公共交通のサービス水準の良否と，自
動車保有層・潜在的保有層の依存傾向とは，
必ずしも一対一の関係とはならないことに，
計画者は留意すべきである．例えばブラジル
のクリチバ市は，公共交通指向型開発のさき
がけと言われ，基幹バス専用道沿いの開発が
進められてきたが，研究分担者(中村文彦教
授)の調査によれば，いまやバス専用道沿いの
住民の多くはバスをほとんど利用せず，自家
用車依存型のライフスタイルとなっている．
モスクワは，東京と同程度の地下鉄ネットワ
ークを以前から有しながら自動車保有と依
存が大幅に進行している．  
途上国では，個人交通モードの利用抑制の
政策的視点は非常に弱く，今後の経済成長や
個人交通モード保有の進行を考えれば，今後
非常に必要な政策である．しかし上述のよう
に，個人モード保有者（および潜在的保有者）
の意識･態度は多様であり，まずはそれらを
明らかにして政策に反映していくための調
査手法の確立が重要である． 

２．研究の目的 
本研究では，途上国での個人交通モードの
効果的な利用抑制策の提案を目標として，個
人交通モード依存傾向（非保有者については
「依存意向」）の意識構造を明らかにするた
めに，人々の「意識」「態度」に焦点をあて
た調査設計手法の確立を目的とする．人々の
「交通行動」については，途上国で実施され
ている都市圏パーソントリップ調査等（JICA
などによる）での知見を利用しつつ，本研究
では人々の「意識」「意向」「態度」により焦
点をあてて、調査手法の確立を行うものであ
る。ここで念頭におく交通施策としては，既
存公共交通へのシフトを目指す先進国型の
モビリティマネジメント施策だけでなく，新
たに公共交通を導入･改良する場合でのサー
ビス水準決定や利用者ターゲット設定方法，
市民の個人交通モード利用意向の変化を考
慮した新規公共交通のネットワーク計画手
法なども含むものとする．公共交通のインフ
ラ計画･サービス計画と，今後の経済成長や
自動車保有意向の上昇などの社会のダイナ
ミックな変化を視野に入れるという趣旨か
ら，本研究ではこれらを「戦略的モビリティ
マネジメント施策」と位置づける． 

 
 
３．研究の方法 
 自家用車の普及が進む中，軌道系など新
たな公共交通機関の導入が多くの途上国の
都市で計画されており，導入後実際に自家
用車から公共交通に転換するかどうか把握
するうえで，人々の自家用車利用意識を考
慮した分析が重要となる．このような意識
のもと，本報告書では，自家用車利用につ
いての意識を明らかにする上で，モータリ
ゼーションと軌道系交通の整備とが同時に
進行しているフィリピンの首都圏メトロマ
ニラを対象地に選定し，様々な人々が多く
来訪する場所であり公共交通のアクセス利
便性も高いショッピングモール（以下モー
ル）への来訪行動に着目した成果を報告す
る．本稿では，一般的なライフスタイルに
おける考え方・価値観も含めた自動車利用
に関連する意識に着目して，モール来訪者
へのアンケート調査から，さまざまな階層
や価値観の人々の意識を明らかにする．こ
こでは，意識に関する複数の設問への回答
をもとに，主成分分析によって人々の意識
を規定する軸を抽出した．なお，以下で報
告するマニラの成果以外に，ベトナム国ホ
ーチミン市およびパキスタン国ラホールに
おいて調査を行い，その成果をジャーナル
に投稿している． 
  
４．研究成果 
 メトロマニラでは巨大なショッピングモ
ールが広汎に展開されており，世界最大級
規模の店舗も複数立地している．フィリピ
ンの人々にとって，モールを訪れることは



最もメジャーな余暇活動の一つである．買
い物だけでなく食事，映画，また単に「エ
アコンの効いている場所で涼む」といった
ことも含めて，様々な活動空間となってい
る．モールには常にさまざまな所得階層の
人々で溢れている． 
 
4-1 調査の概要 
 SM City North EDSA の来訪者を対象に，
意識調査を実施した．SM City North EDSA
はメトロマニラの代表的な大型モールであ
り，公共交通（軌道系，道路系）での現状
のアクセス性は高い． 
本調査の設計にあたり，本研究の基本的
な仮説，特に「ライフスタイルにおける考
え方・価値観に関する設問」の妥当性を確
認することを目的として，フィリピン大学
交通研究センター（SM City North EDSA か
ら約 5km）において，職員とその家族，大
学院生の計39名（うち自動車保有者19名）
を対象にインタビューによる予備調査を実
施した．その結果から，モールに来訪する
際には自家用車保有者でも適宜交通手段を
使い分けるという行動または意向がある被
験者があることを確認した．また，更にモ
ールでの活動パターンが多様であったため，
モールでの活動内容および滞在時間を本調
査での項目に設定した．「ライフスタイルに
おける考え方・価値観に関する質問」の設
定にあたっては，岡村らのマニラにおける
公共交通利用者への調査票をベースに，途
上国（およびフィリピン）の特性である人々
の楽観性や無計画性に関する意識の設問を
加え，予備調査での被験者の質問の理解度
などを考慮しつつ，調査票の表現も含めて
設計を行った．本調査の概要を表-1 に示す． 
表-1 モール利用者への意識調査の概要 

調査の形式は，英語表記アンケート票を
用いて調査員が現地語で質問し，調査員が
回答を記入する方法をとった．さまざまな
交通手段で来訪するサンプルを取得するた

め，駐車場，公共交通ターミナル，MRT 駅
で聞き取り調査を行った．調査回答者には
交通費（駐車料金，公共交通の運賃）に相
当するインセンティブを与えたこともあり，
調査拒否者は少なく，回答票のほとんどが
有効票であった． 
 
回答者の個人属性を図-1から図-5に，また，
ライフスタイルに関する考え方・価値観に関
する集計結果を図-6 に示す．図-1 から図-5
より回答者サンプルは，自動車保有層や中所
得層の割合がやや多いが，概ねショッピング
モール来訪者の主要な顧客層を捕捉できて
いると言える．また図-6 より，自動車を好む
傾向（例えば，車に乗るのは楽しいと思う）
の設問には肯定的な回答者が多い一方で，
「車が使えても乗換えなしに直行できるな
ら公共交通を使う」などのモード選択的傾向
も同時にあることが分かる． 

 
4-3 主成分分析による利用者意識の集約 
 車利用に関する意識と，ライフスタイルに
おける考え方や価値観についての質問（4 段
階評価で回答）から抽出した主成分を表-2 に
示す．自家用車非保有者については，自動車
を1台保有したと仮定した場合の利用意識に
ついて回答してもらった 17 の設問のうち，
13 の設問が主成分分析で抽出された． 
 
 

 

調査場所 
SM City North EDSA 
駐車場，ターミナル，MRT駅 

調査日時 2012年11月24日(土)，26日(月)，27日(火)  
対象者 モール来訪者(228名) 

調査形式 
駐車場(98名)，ターミナル(85名)，最寄り
MRT駅(45名)におけるインタビュー調査 

調査項目 
今日のモールへの来訪行動 
(アクセス手段，同伴人数，出発地など) 
今日のモール内での活動内容 
(滞在時間，買物その他の行動など) 
普段のモールでの活動(このモール/ 他のモールへの
来訪頻度, 長時間滞在などモールでの活動内容) 
ライフスタイルにおける考え方・価値観に関する質問(図8) 
日々の交通行動に関する質問 
(自家用車の保有と利用頻度，通勤/通学での利用，バ
イクの保有・利用，各公共機関の利用頻度など) 
個人属性及び世帯属性(性別，年代，世帯月収など) 



図-6 ライフスタイルにおける考え方・価値
観に関する質問の集計値 
 
表-2 主成分の変数行列と各成分の負荷量
平方和 

第 1主成分得点は，可能ならば車を使いた
いと考えているが，特に必要のない場合は別
の手段（公共交通や徒歩）を利用する意識も
持っている．モールのアクセシビリティを評
価する回答にも高い負荷量を示しており，
「合理的な移動」を行う意識を示す成分とし
た．この意識が高く車の利用頻度が高い人は，
公共交通の水準が低いため自家用車を主に
利用していると考えられ，公共交通の水準が
向上することで自家用車からの転換が期待
できる．逆に車の利用頻度が高く，第 1主成
分得点が低い人は，（他の交通手段のサービ
ス水準にかかわらず）意識レベルで自家用車
に依存している人々といえる． 
 第 2主成分は車への憧れを示す質問に高い

負荷量を示し移動における快適性を重視し
ているため「車への好意」を示す成分である． 
 第 3主成分は楽天的で無計画，流行に敏感
であるといった意識に対して高い負荷量を
示しており「楽天的思考」を示す成分である． 
 第 4主成分は，移動において安全面を軽視
して安ければよい，他者を助ける程余裕はな
い等の変数に高い負荷量を示しているため，
お金に対して敏感である「倹約的思考」を示
す成分といえる． 
 抽出した主成分得点に対し外的属性が及
ぼす影響を検証するため，属性により分類し
たグループ毎の主成分得点を比較した．世帯
月収（30000phP（約 60000 円）以上か以下か）
及び自家用車保有の有無によって分類し，分
散分析を行った結果を表-3 に示す．世帯月収
30000phP以上の自家用車保有者は第1主成分
(合理的な移動への意識)得点が高く，それ以
外の自家用車非保有者および月収 30000phP
以下の自家用車保有者は第1主成分の得点が
低いことが明らかになった．すなわち低所得
の自家用車保有者は「自動車依存意識」が強
く，また現状の自家用車非保有者は合理的な
移動をあまり意識しない傾向にあるため，こ
の層が自家用車を保有した場合には，公共交
通を選択肢と考えずに自家用車に依存する
ようなライフスタイルとなりうることを示
している．第 2主成分（車への好意）得点に
ついては，所得によらず自家用車保有者と非
保有者の間で差がある（保有者のほうが高い）
ことが確認された． 

表-3 主成分得点の分散分析結果 

グループ n 
第1主成分 第2主成分 
平均値 分散 平均値 分散 

高所得/車保有 45 0.355 1.14 0.636 0.34 
低所得/車保有 22 -0.141 1.10 0.519 0.37 
高所得/車非保有 33 -0.252 0.57 -0.244 0.91 
低所得/車非保有 77 -0.128 0.97 -0.443 1.16 
分散比 3.244 16.93 
p値 0.023 1.1E-9 

 



4-4 意識を変数としたアクセス手段選択モ
デル 
 
(1) 
 自家用車利用やライフスタイルなどの意
識がアクセス交通手段選択におよぼす影響
を明らかにするため
する主成分得点を変数に加えた離散選択モ
デル
デル構築に用いた設問を図
は，モールへの来訪手段として自家用車と
LRT/MRT
が不利な状況を設定した．アクセス手段選択
モデルの変数には，
要時間差，意識の主成分得点に加えて，モー
ルでの活動内容や個人属性などをダミー変
数として設定した（表
成分得点との相関については，「通勤に車を
よく利用」と「第
4 主成分」との相関係数が
あり，それ以外については相関係数は極めて
低かったため，これらの変数を全て用い
ラメータ推定を行った．

 
(2) 
 モデルの推定結果を表
タ推定値がプラスであれば
マイナスであれば車利用に寄与しているこ
とを示している．
 

意識を変数としたアクセス手段選択モ
 

 モデルの概要
自家用車利用やライフスタイルなどの意
識がアクセス交通手段選択におよぼす影響
を明らかにするため
する主成分得点を変数に加えた離散選択モ
デル 11)（ロジットモデル）を構築した．モ
デル構築に用いた設問を図
は，モールへの来訪手段として自家用車と
LRT/MRT の両方が選択可能で，所要時間で車
が不利な状況を設定した．アクセス手段選択
モデルの変数には，
要時間差，意識の主成分得点に加えて，モー
ルでの活動内容や個人属性などをダミー変
数として設定した（表
成分得点との相関については，「通勤に車を
よく利用」と「第
主成分」との相関係数が
あり，それ以外については相関係数は極めて
低かったため，これらの変数を全て用い
ラメータ推定を行った．

 モデルの推定結果
モデルの推定結果を表
タ推定値がプラスであれば
マイナスであれば車利用に寄与しているこ
とを示している．

意識を変数としたアクセス手段選択モ

モデルの概要 
自家用車利用やライフスタイルなどの意
識がアクセス交通手段選択におよぼす影響
を明らかにするため, これらの意識を表現
する主成分得点を変数に加えた離散選択モ
（ロジットモデル）を構築した．モ

デル構築に用いた設問を図-7
は，モールへの来訪手段として自家用車と
の両方が選択可能で，所要時間で車

が不利な状況を設定した．アクセス手段選択
モデルの変数には，LRT/MRT と自動車との所
要時間差，意識の主成分得点に加えて，モー
ルでの活動内容や個人属性などをダミー変
数として設定した（表-4）．ダミー
成分得点との相関については，「通勤に車を
よく利用」と「第 1主成分」「第
主成分」との相関係数が 0.24
あり，それ以外については相関係数は極めて
低かったため，これらの変数を全て用い
ラメータ推定を行った． 

モデルの推定結果 
モデルの推定結果を表-4 に示す．パラメー
タ推定値がプラスであれば LRT
マイナスであれば車利用に寄与しているこ
とを示している．  

意識を変数としたアクセス手段選択モ

自家用車利用やライフスタイルなどの意
識がアクセス交通手段選択におよぼす影響
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く，女性はセキュリティの不安から自家用車
の利用意向を示した可能性が推察される．ま
た，メトロマニラは都市内の歩道の状態は良
好ではなく，公共交通とのアクセスとイグレ
スの歩行環境にも課題が多い．メトロマニラ
において自家用車から軌道系交通への転換
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本研究の結果から，メトロマニラでは，高
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となった．高所得の自家用車保有者は，既存
の公共交通のサービス水準が低いために自
家用車を利用していると考えられ，公共交通
のサービス水準が向上することで転換が期
待できる．一方で所得の低い自家用車保有者
や非保有者は合理的な移動を意識しない傾
向にあり，低所得層にも自家用車の普及が進
行した場合，多くの人が自家用車のみを選択
肢と考えるようになってしまう可能性があ
ることが示された．サービス水準の高い公共
交通機関の導入によって手段の転換を促す
際，実際に転換が起こりうるかについては自
家用車を新たに保有する人々の意識が重要
な影響を及ぼす．開発途上国においても，
人々の意識を変容させる取り組みの必要性
や手法についての議論が重要になるといえ
る. 
 
５．主な発表論文等 
（研究代表者、研究分担者及び連携研究者に
は下線） 
 
〔雑誌論文〕（計 3件） 
①太瀬隆敬・岡村敏之・中村文彦・田中伸治・
王鋭：自家用車利用意識に着目したメトロマ
ニラにおけるショッピングモール来訪者の
アクセス手段転換意向に関する研究,土木学
会論文集 D3,30,2013, I_893-902（査読有） 
DOI 
http://doi.org/10.2208/jscejipm.69.I_893 
 
②Muhammad Ashraf JAVID, Toshiyuki 
OKAMURA, Fumihiko NAKAMURA, 
Shinji TANAKA, Rui WANG: Factors 
Influencing the Acceptability of Travel 
Demand Management Measures in Lahore, 
Asian Transport Studies, Vol.4, No. 3, 2015
（査読有）(掲載予定) 
 
③Muhammad Ashraf JAVID, Toshiyuki 
OKAMURA, Fumihiko NAKAMURA, 
Shinji TANAKA, Rui WANG: People’s 
behavioral intention towards public 
transport in Lahore: Role of situational 
constraints, mobility restrictions and 
incentives, KSCE Journal of Civil 
Engineering, 1, 2015, 1-10（査読有） 
DOI 10.1007/s12205-015-1123-4 
 
〔学会発表〕（計 4件） 
① 太瀬隆敬・岡村敏之・中村文彦・田中伸
治・王鋭：メトロマニラにおける大型商業施
設の交通アクセス整備状況と交通意識に関
する研究 ,土木計画学研究発表会(秋大会), 
2012年 11月 2-4日, 埼玉大学 
 
②Muhammad Ashraf JAVID, Toshiyuki 
OKAMURA, Fumihiko NAKAMURA, 
Shinji TANAKA, Rui WANG: Factors 
Influencing the Acceptability of Travel 

Demand Management Measures in Lahore, 
Eastern Asia Society for Transportation 
Studies, 2013, 9-12 September, Taipei 
 
③ Takayoshi FUTOSE, Toshiyuki 
OKAMURA, Fumihiko NAKAMURA, 
Shinji TANAKA, Rui WANG: The 
Intension of Modal Shift Mall Visitors in 
Metro Manila Considering Consciousness 
of Private Car Use and Ownership, 
Eastern Asia Society for Transportation 
Studies, 2013, 9-12 September, Taipei 
 
④ Le Quan HOANG, Toshiyuki 
OKAMURA: A Study on Commuter’s 
Travel Intension in Motorcycle-based 
Context: A Case of Ho Chi Minh City, 
Vietnam, International symposium on city 
planning, 2014, 6-8 November, Hanoi 
 
 
６．研究組織 
(1)研究代表者  
岡村敏之(OKAMURA, Toshiyuki) 
東洋大学・国際地域学部・教授 
 研究者番号：90314781 
 
(2)研究分担者 
 中村文彦(NAKAMURA, Fumihiko) 
 横浜国立大学・都市イノベーション研究
院・教授 
 研究者番号：70217892  
 
 王鋭(WANG,Rui) 
 横浜国立大学・都市イノベーション研究
院・研究教員 
 研究者番号：00547218  
 
 
 


